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(予 備 試 験)
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陸奥湾内で行われているホタテガイ養殖では､養殖中の貝殻及び養殖篭に多数の付着生物が見られ

る｡この付着生物については､田中 (1983)がムラサキイガイの付着時期について､平野 (1983)が

二枚貝とヒトデの付着の周年変化について報告 している｡しかし､陸奥湾内における表層から40m以

上の底層まで､付着生物の状況について調査 した例はない｡本研究は､ホタテガイ養殖管理をするう

えで支障となるムライサキガイ等の付着状況について調査 したので､その結果を報告する｡

材 料 と 方 法

1.調査期間 平成元年 5月9日～平成2年4月23日

2.調査項目 ムラサキイガイの水深別付着個体数､殻長及び乾燥重量

キヌマ トイガイの水深別付着個体数

3.調査場所 水産増殖センタ一久栗坂沖実験漁場 (45m)

4.方 法 付着基質としてダイヤロンロープ (≠9m)を使用 し､沈子 として30kgの砂利 を

入れたサンドバック､浮子としてフロトン (K-12)を取 り付け平成元年 5月9日に

計12本､水深45mの海中に50m間隔で投入 し､1-12ヶ月間浸漬 した｡

測定は浸漬ロープを毎月 1本引き上げ､表層から6m毎に水深42mまでの計 8ヶ

所をそれぞれ1mずつ切断して､それらに付着 しているロープ1m当 りのムラサキ

イガイの付着量を調査 した｡浸漬ロープは回収後直ちに5%ホルマリン海水で固定

した｡また､ムラサイキガイの乾燥重量は110℃で24時間乾燥後の重量 とした｡な

お､本調査で測定 した殻長は､殻の最大部位長である｡

結 果 と 考 察

(1) 水深別付着個体数

表 1にムラサキイガイの水深別付着個体数を､また､図 1に月別付着個体数の推移を示 したが､ 7

月の付着が最も多 く､ホタテガイ養殖が行われている12m層で､2,274個/m､18層で2,426個/mの

付着があった｡ムラサキイガイの付着個体数は､Om層が最も多 く下層になるにしたがい減少すると

いう傾向を示 した｡但 し9月～10月では､6m層が一番多 く付着 していた｡

本調査においてムラサキイガイの付着は､最下層の水深42mまでみられたが2月以降は最下層は0

個であった｡
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表1 ムラサキイガイの水深別付着個体数 (単位 :個/m)
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表2､図2にムラサキイガイの乾

燥重量の推移を示 した｡ムラサキイ

ガイの総付着重量は上層ほど多 く､

下層ほど少ない傾向であった｡この

調査において､計測可能となった 9月

には､Omから18mまでの総付着重量は全層の94%を占め､10月以降

3月までは99%以上､調査最終月の4月には98%を占めた｡一般に､陸奥湾のホタテガイ養殖では､水

深10m～25mの水深帯 を利用 して養殖を行っている｡ムラサキイガイの付着を最小限にするには

､ムラサキイイの付着盛期にできるだけ付着を少なくしてやることが必要であり､一年間の調査結果

ではあるが､この付着盛期 (4月～ 6月､平野1983)の期間は､ホタテガイの垂下水深を18m以探に下げる方法

が有効な手段の一つ と考えられた｡表2 ムラサキイガイ乾燥重量 (単

位 :a/m)Ⅰ 二 子十 字 二享享 ‡表 3､図 3に殻長 と重量の関係を示 した｡ここで､湿重量 1

は貝殻内部に海水が充満 した状態の湿重量､ 湿重量 2は､貝殻を破壊 し､ろ紙上で水分を除去 し
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図2 ムラサキイガイの月別乾燥重量の推移

表 3 ムラサキイガイ湿重量対乾燥重量比 (単位 :a)
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湿重量比 1 (湿重量 1/乾燥重量) は

2.012-3.236の範囲で､平均2

.842±0.360､湿重量比 2 (湿重量

2/乾燥重量) は1.583-1.881の範囲で平均1.667±0.10

6であった｡ロープ投入から11ヶ月後の

4月には､ホタテガイの垂下水深帯であ

る12m層で241.50g/mとなり

､ これを湿重量 1に換算すると約686

g/mのムラサキイガイが付着 したこと

になる｡しか し､これはあ くまでも≠

9mmのダイヤロンロープに付着 したム

ラサキイガイの重量であ り､ホタテガイ養殖に

用いる丸篭､パールネット等､付着基質

が異なると付着するムラサキイガイの数

量､及びサイズも相違することが予想される

ので､今後付着基質毎の付着状況を調査す

る必要がある｡(3) 殻長及び日間成長量

表 4にムラサキイガイの水深別平均殻長を､

図 4に調査終了時の殻長組成を示した｡ロ

ープ投入後 1ヶ月で0.4mm前後であった

ムラサキイガイのラーバが､llケ月

後には各層平均で33.3mmとな り最大のものでは56mmに達 した｡一般に上層 ほ

ど成長が良 く下層ほど悪い結果となった｡

しかし､9月以降11月以外はOm層 よ

りも6m層の方が常に殻長が大 きい結果

となり12m層 もほぼ同様の結果を示 した

｡これは表 1が示すように､ Om層 と6､



降が急激に増加 してお り､また､11ヶ月間の平均 日間成長量は0層で0.101mm､ 6m層で0.115mm､12

m層で0.107mm､18m層で0.111mとなり､横浜港での 0才貝の平均 日間成長量 を0.11mmとした梶原等

(1978)の調査結果 とほぼ一致 した｡

表4 ムラサキイガイ平均殻長 (単位 :mm)
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表 5 ムラサキイガイの日間成長量 (単位 :mm)

均

表6 キヌマ トイガイ水深別付着個体数 (単位 :個/m)
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(4) キヌマ トイガイの水深別付着個

体数表 6にキヌマ トイガイの水深別付

着個体数を示した｡これをみるとムラサキイ

ガイの場合 とは逆の傾向を示 し､上層ほど付着数は少なく､下層 ほ

ど多 くなった｡また､8月までは付着があったが9月以降激減 し､2月からは付着数が全

層 とも0個 となっ

た｡このことはキヌマ トイガイは夏場以降ホタテガイ養殖篭か
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